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資料２



情報発信の取り組み
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１　広報ふちゅうへの掲載

２　市内各所へのポスター掲示

３　エリアネーミングについて



広報ふちゅうへの掲載
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広報ふちゅうへの掲載
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市内各所へのポスター掲示（一部）
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府中天満屋① 府中天満屋②

リ・フレ ＴＡＭ

ＴＴＣアリーナ

毎月ポスターを貼り替えて積極的な情報発信を行う。
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エリアネーミングについて
１ エリアネーミングの必要性
　　市民に愛着をもってもらうためのブランディング戦略を
　するうえでエリアネーミングは必要。

２ 募集方法の検討
　　市民・企業の参加型を目指すうえで、公募型が望ましい　
　ところであるが、１期整備についてはすでに機能が決定し、　
　２期整備の機能については現在検討中であることから、こ　
　の段階での市民公募は困難。

　

　「ふちゅうリノベプロジェクト」を開催し、市若手職員の　
　まちづくりへの積極的な参加や自由闊達な発言機会の創出
　を醸成しており、天満屋プロジェクトを「自分ごと」とし
　て捉え、市の一体感と官民連携の先進的事例に育て上げる
　という強い思いを込め、市職員からアイデアを募集。
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エリアネーミングについて

３ 応募件数
　47件

４ 選考方法

　職員アンケートによる絞り込み　10件程度
　広報アドバイザーによる審査　　  ５件程度
　部長級職員による投票
　市長・副市長選考

５ エリアネーミング選考結果　　　　　　

　『i-core FUCHU』
　　　　　　（いこーれ ふちゅう）
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エリアネーミングについて

６ ネーミング由来

　『i-core FUCHU』
　　　　　　（いこーれ ふちゅう）
　★いこる：火が炭に燃え移って火勢が強くなる様子
　　　　　　能動的な表現「いこれ」にアレンジ
　★ｉ：ICT、出会い、親子・人の愛、私
　★core：核、物事の中心
【総評】
　第５次総合計画においても使用した言葉であり、
　今後の府中駅周辺の賑わいの核施設である。
　市民が集いその熱量が賑わいの灯となって広がる
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